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小論文

現代社会の重要な課題である「地域格差」と「観光振興」という二つの要素を結びつけた

文章から出題した。解答にあたり本文を正確に理解し、 筆者の意図を読み解く能力と、 筆

者が提示する視点に基づいて自分の考えを整理し、 論理的思考と批判的視点をもって自ら

の意見を記述する能力が求められる。

［問1]解答例

観光には歴史文化の尊重や多文化共生など多様な価値があり、 地域社会に貢献できる可能

性がある。しかし現実は地域間格差の悪化に陥っており、 筆者は観光の多面的な価値が十

分に活かされていないと指摘する。

［問2]解答例

筆者は観光による地域活性化を単純に否定しているわけではなく、 観光の多様な価値を認

めている。その一方で、観光依存の危険性を指摘し、 地域の実情に応じた多様な取り組み

が必要であると考えている。

［問3]出題意図

筆者の論点を理解した上で、 自身の経験や知識をもって、 論理的思考と批判的視点に基づ

いた具体的な論述ができるかについて確認するため、以下の事柄を評価のポイントとする。

● 自らの主張が明確に示されている。

● 主張の根拠が具体例や実際の経験に基づいている。

● 文章が論理的に展開されている。




